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Management of Delayed Menarche in Female Athletes） 
 近年の日本におけるスポーツといえば，どの競技種目の
大会ごとにも大きな盛り上がりを見せており，日本中を巻











































立されている身長の MPV 年齢を基準に，体重の MPV 年齢の
妥当性を判断するために，一般女子の身長と体重の両評価
チャートから一般女子と女子スポーツ選手の体重の MPV
                            





子は 68 名(33.3%)，スポーツ選手においては 144 名中 55
名(38.2%)の者が不一致であり，両群とも 4 割程度が不一
致であることから，身体的成熟度としての意味を有する身




































































































子は 68 名(33.3%)，スポーツ選手においては 144 名中 55
名(38.2%)の者が不一致であり，両群とも 4 割程度が不一
致であることから，身体的成熟度としての意味を有する身
長の MPV 年齢を基準とすれば，体重の MPV 年齢に基づく初
経遅延評価の妥当性は低いことが明らかとなった．第 7
章の検討課題Ⅳでは初経遅延傾向にある女子スポーツ選
手の初経遅延と月経状態の関係を一般女子との比較から
検証した． 
以上の検証から，本研究では以下の結論を得ることがで
きた． 
１．小学校 1 年時の体格項目の推定倍率による初経発来目
安の特定と小学校 1 年時の体格項目に対する初経年齢児
の体格項目の回帰評価チャートから，家庭や教育現場にお
いて簡便な方法での初経発来目安として，どの程度の体格
値になれば初経が発来するかといった初経発来以前から
の事前準備・対処といった月経等の生理現象に関する指導
に役立てることが可能となる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．企業が T&F 理論に則って企業に所属する女子アスリー
トに初経遅延から引き起こされる月経異常のリスクマネ
ジメントを実施する際，「トレーニング改善システム」か
ら「分析評価システム」にまたがる「改善の確認」の可視
化が可能であることから，「分析・評価システム」への素
早いフィードバックが行われることで，効率的なトレーニ
ング改善の実践や，スムーズな従業員の健康管理を行うこ
とができると考えられる． 
３．企業に所属する女子アスリートまたはトレーニングコ
ーチが，本研究によって検証された初経遅延から引き起こ
される月経異常の傾向を把握することで，実際に月経異常
を引き起こしている選手に対してトレーニングの見直し
や生活習慣の改善を促すための知識として役立てること
が可能である． 
 今回得た結論は，女子アスリートに対するリスクマネジ
メントは 1つの提案であり，様々な企業スポーツがある中
からいくつか取り上げたに過ぎない．今後はさらに多くの
女子アスリートの初経遅延と月経状態を検証し，現状とし
て多くの女子アスリートが抱える問題としての世の中に
浸透させるためにも，さらに警鐘を鳴らしていく必要があ
る． 
